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 協会名 変更報告                             

 

 

◇  巻頭言                                            

∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ 

石巻事務所 現地責任者 福井 康江 

∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ 

5 月 22 日、老朽化や度重な

る地震の揺れなどによる影響

から損傷が激しくなっていた、

鹿島御子神社（日和山神社）の

鳥居が解体、撤去されました。 

 撤去された鳥居は86年前の

1935 年に建造されたものと

のことで、石巻の大切な風景の

一つであり、震災の時にはこの

鳥居を目指してたくさん方々

が避難されたことは周知のこ

とと思います。 突然変わってし

まい、なんとも物足りない風景に戸惑いを感じましたが、本当に多くの方々の喜びや、哀しみ

を一身に受けて唯々見守ってくれたこの鳥居に心からの感謝と労いを伝えたいと思いました。 

 話は変わりますが、この春から始まった NHK 朝の連続テレビ小説「おかえりモネ」を楽し

みに観ています。東日本大震災を高校 3 年生の時にここ宮城県で体験した主人公が、「自分は

何もできなかった」との思いを抱えながらどんな人生を歩んでゆくのか、この年代を主人公に

して震災後を描いたものが少なかったこともあり、とても関心を寄せて観ています。また、気

象への関心が“自然を知る”ことにつながって行くストーリーには、自然と共に生きる人間の

役目や生活のありよう、そして防災につながるテーマが根底にあるように感じています。 

 特にこの 10 年は、世界的にみても、地震、大雨、洪水、竜巻等による今までにない大きな

自然災害が続き、昨年からは新型コロナウイルス感染拡大と重なり、ほっとできる年があった

のかと思うほどです。しかしこの経験は、“生き方”を一人一人が真剣に考えなければならな
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い日々が続いているようにも感じており、その中で変わることをどう受け入れるのか、どう取

り入れることができるのかを求められているように思います。変化を受けいれることは、痛み

も伴うと言われています。そして、その前には迷う時間も必要になってきます。今、そうした

時間をしっかりとささえてゆきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ 

 

 

 １．新職員挨拶                                      

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

石巻事務所 現地担当 松本桂子 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

4 月に入職しました松本桂子です。東日本大震災との関わりは、2011 年 4 月に健康調査

で石巻を訪れたことから始まりました。その当時は医療ソーシャルワーカーとして病院で働

いていましたが、その後、広域避難者支援や、被災地での被災者支援にも携わってきました。

石巻事務所にきて 4 か月目。健康調査で訪れた 10 年前と今とでは、まちの様子なども大き

く変わっていますが、当協会で関わっている方々は、避難所から仮設住宅、復興住宅と、生活

基盤や人とのつながりを何度も再構築してきていることを改めて知りました。震災から 10 年

が経過し、人とのつながりの希薄さなど、目には見えにくい課題があることを感じています。

人と人とのつながりは長い年月があって作られていくものだと思いますが、石巻の方々が、よ

り安心して暮らしていけるための一助になれたらと思っております。どうぞよろしくお願い

いたします。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

奥が日和大橋 

手前が、新しく建築中の「石巻かわみなと大橋」今年度中には完成予定 
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 ２．石巻市情報（石巻南浜津波復興祈念公園など）                              

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

石巻事務所 現地担当 軍司 智之 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

平成 23 年 3 月 11 日から 10 年が経過し、石巻市の景観もだいぶ変化してきました。 

石巻市は国内最大の被災市であり、約 4 千人もの方々が亡くなられ、今なお行方不明の方が

おられます。特に南浜地区(南浜町、門脇町、雲雀野

町)は津波の被害のみならず火災が発生したことに

より約 500 人以上の方々が亡くなられました。 

令和 3 年 3 月 28 日に、この南浜地区約 38.8ha

の広大な地に亡くなられた方々の追悼、震災の記憶

と教訓を伝承する目的として「石巻南浜津波復興祈

念公園」が開園しました。 

 

 

 

 

 

 

コンセプトは 3 つ。 

1 つめは「まちと震災の記録をつたえ」 

２つめは「生命(いのち)のいとなみの杜をつくり」 

３つめは「人の絆(きずな)をつなぐ」 

この３つのコンセプトを元に祈念公園の設計・運営管理は行われています。 

石巻南浜津波復興祈念公園Webサイトより 

石巻南浜津波復興祈念公園Webサイトより 
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震災による地盤沈下によって表出した湿地と芝生

が生い茂る公園の中央には令和 3 年 6 月 6 日に

オープンしたばかりの「みやぎ東日本大震災津波

伝承館」があります。 

館内にはパネル、映像、語り部からのメッセージ

等が展示されており、コンセプトの１つである震

災の記録と伝承という目的が伝わってきました。 

 

かつて生活の場として賑わいがあったこの場所は、甚大な被害により人が近づくことができ

ませんでした。復興祈念公園が整備された今、観光客や子供連れの家族が訪れ、新たな賑わい

が創出され始めています。 

この土地で被災された方々の感情も様々です。10 年の月日は復興としての物理的な見た目

と感情については町に戻ってきた賑わいを素直に喜んでよいのかといった複雑な心境をお持

ちでいる方々がおられ、「復興」という言葉の意味を捉える難しさを実感しました。 
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【参考資料】 

・石巻南浜津波復興記念公園 Web サイト 

https://ishinomakiminamihama-park.jp/ 

 

・みやぎ東日本大震災津波伝承館(宮城県 Web サイトより) 

https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/densho/miyagi-denshokan.html 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

https://ishinomakiminamihama-park.jp/
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/densho/miyagi-denshokan.html
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 3．災害支援チームからのお知らせ                    

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

【1．書籍販売】 

   『東日本大震災 医療ソーシャルワーカーの支援のバトンⅠ』 

   『東日本大震災 医療ソーシャルワーカーの支援のバトンⅡ』 

   『東日本大震災 医療ソーシャルワーカーの支援のバトンⅢ』 

   『東日本大震災 医療ソーシャルワーカーの支援のバトンⅣ』 

の販売を行っています！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発災から 2011年９月３０日までの石巻・仙台・大槌町・事務所・災害対策本部の活動の記録を『バ

トンⅠ』に、2011 年 10 月から 2012 年１２月までの災害対策本部、石巻市での仮設住宅支援・在

宅被災世帯支援・市民活動支援、現地 SW との協働の記録を『バトンⅡ』に、2013 年 1月から 2014

年 3 月までの災害支援チーム、石巻市での仮設住宅支援・在宅被災世帯支援・市民活動支援、虐待防

止センタ―での支援・石巻市社会福祉協議会での支援、現地 SW との協働の記録を『バトンⅢ』にま

とめました。 

そして新たに、この５月下旬に『バトンⅣ』を発行いたしました。 

2014 年 4 月から 2016 年 3 月までの災害支援チーム、石巻市での復興公営住宅への入居支援・

仮設住宅被災者自立生活支援・グループワーク支援・市民活動支援の記録です。 

  尚、売り上げの全額を皆様からの寄付として、本活動の資金にあてさせて頂きます。 

 

※ご注文は注文用紙で承ります。（注文用紙はホームページからダウンロードできます） 

    バトンⅠ：URL: http://www.jaswhs.or.jp/data/publishing_detail.php?@DB_ID@=45 

バトンⅡ：URL: http://www.jaswhs.or.jp/data/publishing_detail.php?@DB_ID@=50 

バトンⅢ：URL: http://www.jaswhs.or.jp/data/publishing_detail.php?@DB_ID@=54 

バトンⅣ：URL: http://www.jaswhs.or.jp/data/publishing_detail.php?@DB_ID@=59 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

http://www.jaswhs.or.jp/data/publishing_detail.php?@DB_ID@=45
http://www.jaswhs.or.jp/data/publishing_detail.php?@DB_ID@=50
file:///C:/災害対策本部/●ニュースレター/2014年度/２月発行/ニュース編集/編集/
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【2. facebook】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 4．災害支援ニュース発行のお知らせ                   

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

次回発行予定 令和 3 年 11 月 

 

 

 ◇ 編集後記                              

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

  西田 知佳子 

                                          

2021 年 7 月、日本では今までの感覚では考えられない様々なことが起きている。人類史

上初めてオリンピックを無観客で開催することに決まった（除く宮城県・静岡県）。 

 

石巻のスタッフと笹岡統括・西田は 2011 年 4 月から始まった日本協会の協会員による

石巻支援の記録を整理し、報告書を出すべく準備をしている。2011 年 4 月から石巻に駆け

つけた多くの協力員さん、専従の職員さんたちの戸別訪問による健康調査や役所や他機関か

らの訪問依頼のケースなど全部で 1000 を優に超える数の記録を拝見し整理している。初

回、2 回目は門前払いされたが、引き継ぎつつソーシャルワーカーがあきらめずに通ううち

に辛かったこと、今まで誰にも話せなかったことを打ち明けられ、涙しながら聴かせてもら

い、対象の方の希望を聴きとり、アセスメントをして、他機関につないだ、という記録も多

い。中には途中まで書き、きっと他の緊急ケースに関わり、続きを書き忘れたのだろうと推

測される記録もある。いずれも担当してくださったソーシャルワーカーの一生懸命な気持ち

現在不具合のため、 

当 ｆacebook への情報掲載は休止中です。 
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が伝わってくる記録である。拝見しながら頭をさげる日々である。 

石巻での支援が 10 年を過ぎた今年度、石巻市の日本協会は、新たな側面を迎えている。

その詳細は石巻事務所責任者の福井さんの協会ニュースを待ってほしい。 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

紫陽花の向こうにも季節はひろがり 復興しつつある町々をつつんでいく 


